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公益社窃法人臼本超音液医学会

第 18回特別学会賞受賞者

菅原 ~晃 ( 194ト}

菅原基晃先生の受賞を讃えて

この度.'fJ原&.lil:先生が臼本趨菅波医学会の第

18 lEl特別常会ffを受'I'tされました 私の恩師であ

る菅原先生がζの織な名誉ある貨を受けられました

ニとli.~弘にとっても大変鰐らしいζ とであります

'if~草紙込先生(1. 196'3 i!，に東京大学て学総統'!l!

学科を卒業さ jt. 1968年東京大学大学院て学系研

究科憾士総筏修了.工学!t9.J:を取得されま したーぶl
!Fi[ちに東京大学工学部助手に採用され.1973-74 

年にli#f倒ケン ブリッジ大学に留学され医Ifti車体力

Af・についてfi，H置なさいました. ~l鼠後 1975 :lf.'こは

)I!京女子医科大学問t硫fl本心臓1111時.情究所助教授に

粥勝され。 19事3年J!(京』正予医科大学的峨11本心臓

lfil庄研究所務礎循環総科教段にご:l'HFになっておら

れます.

私が最初l二官僚先生にお村にかかったのは定かで

はありませんが.1980年代も終わり頃でしょうか

心エコーによる非観IUI的心機熊井F簡に興味を持って

臨床餅究のl'ì似ll~を姶めていた私li. %:五そら くは心

且コ一関係、の小規艇の研究会であったと思うのです

が.そこで初めて脊'I;~先生のご都筑を伴聴いた しま

した ご必績の内容は. .ドザ:会の興事長を 2lil:にわ

71ii1 

たって務められた千悶申喜一先生 {当時大阪大学}と

の共同研究で.上行大動腺血液をパルスドプラ法で

従え 大動脈弁|期政直後の般大曲lift加速皮 m副

dUldl (U : tlll流速}かち友貨収縮機能指際 max.dPl 

dt (P :血圧)を定雪量にカテーテルを入れずに非鋭

JfUl't'11二機Aするというものであったと記憶しており

ます. すなわち.max. dPldl =ρc max. dUldl (ρ-

Jfu被管1ft.c: 1脈i直f:i.D世速度}で与えられることを

お教えいただいたわけです.この等式の背景l二は~

i直における運動態保存目。があるわけですが。そのよ

うなニとには令〈期解が及11ず。物要量の話をされる

先主I!だなとの印象でした ただ.研究会終了後の懇

税会で。これからの心機館学は. t;:~昼間置運動を力学

的に解析することから'li:.袋内あるいは上行大動脈の

血流解析に向かうに述いない.と 曾われたのを明僚

に覚えております.

きて.私が官僚注射;先生を勝手に日曜庇と仰ぐよう

になったのは.私が米副{'lJ~.よから~り 2 皮闘のIII会

いを経てからでした 2躍を同の出会いのお誌をする

ために.少し私自身のことに触れざるをwません.

>1;1時私は むエコードプラ法による在宅'111:張除隊指
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擦の臨床的怠殺を.カテ先マノメーターをJHいて求

めた鎖的l的指様である左室m郁 .- dP/dlや在箆弛緩

時定数lauとの対比で検討しており ました.そのこ

ろ学会で「良好な怠家11j(総能は左2剖也緩を促進す

るJ.すなわちelaSlicrecoilという概念を学びました.

そして収縮能に依存するぶ笠他緩と内因性の応策強

級 (筋小胞体の Ca'・rcuplakeに依存する)の関係

をどのように洩解したら良いのだろうかと忠い悦ん

でいました. ζの疑問を多少なりとも解決すること

を問的の一つにして.米国 WakeForcst 大学で慢性

'jtl!Y.心不全犬を用いた心臓1J年・の研究に従事するニ

とになり ました 衆参る日も"*る日も.心機能の変化

を l心拍ごとの任ー容積関係 (P-Vloop)の変化と

して免税It.心臓)J学の概要が分かった気になって

おりましたが.2古文を{!}<段になってelaslicrecoil 

の理解ができていないことを改めて知ることになり

ました.Cぷ seositizerであるピモベンダンは， ト

ロポニン Cの Ca'φlこ対する緩和性を上向させるこ

とにより.強力な強心作例を発織しますが そうす

ると担1:~，長期にはトロポニン C から Ca' ・ 1Jf離れにく

くなり.1.r.君主弛殺はitl化するのではないかと理織的

には予想されます. しかし心不全犬を期いた災験で

l:t.ピモベンダンによって友笈弛緩Iま普明に促進さ

れます.このとき収縮能が充逃することによる弛緩

能の改普，すなわち笑態のよく見えない elastic

recoilという 音楽を使ってお文の考祭を役かざるを

待ませんでした. 結栄としてMらelaSlic問:coilの理

解が深まることなく録制いたしました.ただ1.r.~誌で

収縮末期に起こる4~象が克容，弛緩を規定するとの強

い思いから. M-モードカラードプラt去をmいて鉱

猿早期の友愛流入i血流を在妥収総fì~との関係で検討

していたところ白..j，;楽jfil流が見られないはずの等1;

8也緩抑H二心法制\11、ら心尖部方向に向かう dlli~[が俗夜

することに気が付きました.おそらく 1990年代終

わり頃の，レエコー鴎学会であったと思うのですが.

この IlJl流の意義について偶然に菅原先生に持I~長させ

ていただく機会にJSまれました.その~~~ r君それは

カラー Mモードだけでなくカラードプラ断照i訟で

も必ず見えるよJとのご示峻をいただき ました.断

防{設の商角を狭くし. I見野漆1交を浅くし Tま線を間

引くことでli}!秒487 レームの櫛i~í輩が紡られ，カ

ラードプラ断副知ニでこの等谷弛緩問心尖部方向由I

流が明般に視illl.できました.このときがf(1説先生と

の2度目の出会いでした.友愛収縮末期答械が小さ

く.心尖剖;に轡運動~~滋の無い友~においてのみニ
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の1I1li庇が見られたことから.このsll淡の存伐に

elaSlic rccoilの関与を考えました古久 elasticrecoi I 

をどうしても定i量的に捉えることができません. 一二

のとき管原先生から収縮後期大動脈血流が持つ慣性

力の1t:l童と花議娘緩の|世J1系をお教えいただき.

elaSlic recoil Iま彼戸、を変えればこの慣性)Jとして定

放できることが分かりました J.rJ主における l心周

期を慣れ殺しんだ符餓-J壬企|ξ蘭における P-Vloop 

としてではなく.!I (P) -dP/dt平I百iにおける phasc

loopとして摘記すると.elaslic recoil による在室始

緩と内閣件;の在宅弛殺とを分離できることを 1;1のさi

たりにしました。この phaseloop上で悦留守きるm
性 }Jの慨念は.if日1先生が識さ出されたjf.しく術開

}J:井上の大きな発見であります 弘はそのilll英字f.を

臨床例において検認させていただきました若殺の

fl.i)<ijJし上げるのもおこがま しいことではあります

が 研究は優れた先人との出会いによってi隼!.Iえする

ことをつ〈づく実感いたしま した倍以先生は.数

学 物理学のJ島本さえ l 分に.f'1!鮮できない私を • v前
総力学:の世界へ導いてドさいました.管l反:11;晃先生

との出会いがあってこその研究の進展であったと.

心より感減しております.

菅原lliW:先生のもうーつの大きいご袋績は.W3ve 

intensityの概念による大動脈l但流の循・環)J学的なJ;'l!

解であると思います.I:i..雪量と大動脈は.脈i皮の現~6ffii

を介して収縮持jをj喧じて干渉し合います. 'iJ I説先生

のご友人である ImperialCollege 01' Londonめ Kim

Parker教綬らによって提唱された waveintensily ( = 

dU/dt . dP/dt)の基本概念を臨床応fIlできる レベル

に潟められ. ヒト綴動脈においてエコートラッキン

グ法とカラードブラ法を駆使して非鋭皿的に wave

川 町 間.tyを計測する袋績をアロカ株式会社 t当時}

との共同研究で1lI1発されました.W3ve IOlensltyの

f堅持により.AEE主が収縮早期に七行大動脈tこ前進圧

線放としてエネルギーを1去織し.収縮後期に1<1:在宅

が1こ行大動脈に前進膨張j症を111して。血液を怠笠方

|古}へ引き反し大動脈弁をmめることがよく理解でき

ます

11j(績後期大動脈Jut流が持つ俄性カのTEiA.wave

inlCJ1silyの応用を含む循環力学の大筋は 私も設か

せていただいた教科舎「イメージで唆解する心エコー・

ドプラ .11曲集力手J(符磁器-W:.仁木消炎.大手1k1之

共事5. 定光堂 2011年)として出版されました.

また.菅原先生は.我が凶で行われた研究の成裂

を海外に向けて発1Jすることにも熱窓を持っておら
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れ. Sugawal'a M. Kajiya F， Kitabatake A， MatslIo H 

(eds). Blood Flow in lhe Heart and Large Vessels 

Springer， 1989という英文単行本も出版されました.

この本は.当時のJえが簡のJUli託研究の災力を示した

もので現在では. Springer ebooksシリーズに収

められ.インター守、ッ トから downloadで入手でき

ます (布料i

しかしこれらは官係先生の研究者~jj.， .教育業績

の一部にしか過ぎません.殺も1重要なことは.心臓

カヴ:・循環力学に精通しない多くの心服臨床医に対

して適切でかつ親身なご助言を与え続けていただい

たことにあると思います.加えて.今や循環総術学

の世界的な雑誌に成長した Heartand Vessels ii1IHの

中心的なi支持lを官以先生が架たされたことを巾し添

えさせていただきます.

菅j皮革~t在先生.におかれましては. 今後も 健機にご

儲11:いただき 迷える臨床家を求氷くご指導いただ

きたいと存じます.改めて管隊法拠門下のー人であ

りますことを栄誉に存じます

(名古屋市立大学:大学続医学研究科 心綴 -W23岨i

庄内科学教授大手侭之}

2016 JSUM Prize Winner 
Motoaki SUGAWARA， Ph.D. EJSUM (1941. ) 

11時 ourgreat pleasure tO write he問 tocong同tlllate

Dr. Motoaki Sugawara for bis being awarded eighteenth 

Prize 01' Japan Society 01' Ultrasonics in Mcdicine. 

He g悶 duatedfI'om tl柑 Schoolof Engineering. Thc 

University of Tokyo in 1963 and reeeived Doctor 01' 

Engineering frOI1l the Graduate School Engineerin皐・

Thc University ofTokyo in 1968. His main concem at 

the school was aeronautics. He applied his kno、，vledge

of aeronautics and f1uid dynamics on biomechanics. 

especially in the ficld of cardiac mechanics and 

hemodynamics and caπied Ollt most of his investigations 

at the Tokyo WOl1lcn's Mcdical Univcrsity. 

One of his major scholarly achievements was 

concerning the relationship betwe，en the inel1ia fOl'ce 

01' late systolic ao目icf10w and left ventl'icular function 

at the phase from end.systole to early diastole. Another 

was a cJinical implication of the concept of wave 

intensity， which defines the interaction of tbe leH 

ventricJe and the aol1a during systole 

Most importaot his accomplishment other than 

rcscarch works守 hehas educated many cardiologists 

about ho¥V they shollld think cardiac behavior from the 

vicwpoints of cardiac ll1echanics and Iluid dynamics. 

Ln addition. it is also important 10 remembcr thal he 

¥VQS a key person who lallnched Ihe ¥Vorld.widely 

eSlablished joumal in the cardiovascular physiology 

and diseases、Heanand Vessels (Springer). 

We wOllld like to express our sincere congratulation 

tO him tor being awarded the 2016 JUSM prizc. 

(Nobu)'lIki OHTE. M.D.. Ph.D.. FJSUM， SJSUM: 

Prolcssor and Chairman. Department 01' Cardio・Renal

Medicine and Hype川町、sion.Nagoya City U山 ve時的'

Gradllate School of Medical SciencesJ 
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